
中

畑

小
針
家
祖
先
の

あ
ゆ

み

矢

吹

町

教
育
委

員

会

矢
吹
町

文
化

財
専
問

委

員
会



発

刊

に

際

し

て

矢
吹

町
教

育

委
員

会

教
育

長

小

林

重

孝

当

町
、

中

畑

の
小

針
家

（
現

当
主
弥

太

郎

氏

）
は
近

郷

に
き

こ
え

た
名
門

と

し

て
、
矢

吹

の
み
な

ら
ず

地

方
史

を

か

た
る
上

で
は
、

欠
く

こ
と

の
出

来

な

い
家
柄

で
あ

る
。

そ

の
祖
先

は
古

く

永

禄
以
来

連

綿

と

し
て
続

き
、

農

村

民

の
代

表

と

し

て
そ

の
職

責

を
果

さ

れ
、

中

で
も

十

二
代

豊
章

（
周

平

）
の
代

、
文

政

十
年

八
月

幕

府
直

轄

領

（
浅
川

陣
屋

）
八

十
五

ケ
村

（
石
川

・
田
村

・

白
川

郡

）
の
窺
乏

を

訴
え

る

た
め

代
表

二
名
遠

く

江

戸

に
赴
き

時

の
将
軍

十

一
代

家

斉

に
直

訴

の
機

を
ね

ら

っ
て

い
た
が

、
将

軍

の
外

出

は
ざ

ら

に
あ

る
も

の

で
は
な
く

二
十

日
余

の
日
を
送

っ
て

し
ま

い
や
む

な
く

老

中
筆

頭
大

久
保

加
賀

守

忠
直

の
江
戸

城

へ
の
登
城

を
待

ち
駕

籠

訴

し
即
刻

召
し
捕

え

ら

れ
る
も

訴

状

は
取

り

下
げ

と

な

り
遠
山

左

ェ
門

尉

（
よ
く

テ

レ
ビ

な
ど

に
出

る

人

の
前
代

）
の
取

調

を
う

け
無

罪

と
な

り

国
元

へ

帰

る

こ
と

に
な

っ
た
が
、

も

し

こ

の
訴

状
が

取

り
上
げ

に
な

っ
た
場

合
、

当
時

の
法

律

と

し
て
本

人

の
み
な

ら
ず

一
家

こ
と
ご

と

く

磔

の
刑

に
処

せ

ら
れ

る

と

こ
ろ
で
あ

っ
た
。

こ
れ

は
幕

府
と

し

て
も

諸
般

の
事
情

を

考
慮

し

（

一
揆

な
ど

）
情

を

か
け

音

便

な
と

り
計

い
と

な

っ
た
も

の
で
ま

こ
と

に
危

険

な

こ
と

で
あ

っ
た
、
時

代

と
は

謂
え
、

そ

の
犠

牲

的

な
行

為

に

は
驚
く

外

は
な

い
。

今

、

町
が

町

史

の
資
料

編

の
作

成

に
あ

た
り

同
家
文

書

が
貴

重

な
も

の
で
あ

る

こ
と

は
言

を

待
な

い
と

こ

ろ

で
あ

る
が

、

”
小

針

家
祖

先

の
あ

ゆ

み

・

の
発

刑

に
あ

た

り
心

か

ら
敬
意

を
表

す
る

も

の
で

あ

る
。
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陸
奥

の
こ

か
ね

の
原

の
中
畑

の
松

か
ん
む

れ

る

周
平

の
門

色
変

ぬ

軒
端

の
松
乎

志

る

べ

に
て
昔

の
宿

に
我

は
来

に
け

り

色

替
ぬ

松

に
詩
歌

の
た
く

み

か
な

五

百
枝

さ

し
茂

れ

る
松

の
色

深

み
猶

千

代

か
け

て
栄

行
く

ら

ん

千

代

か
け

て
春

の
光

や
磨
く

ら

ん
美

登

り

そ

ひ
行

く

庭

の
玉

松

小
針

氏

賀
千

代

の
駕

雅
志

と

た
と

ほ
き

て
朝

よ

ひ
め
づ

る
庭

の
笠

松

君
が

代

の
恵
か

ゝ
ふ
る

笠
松

の
ち
と

せ

の
か
け

を
仰

き

て
そ

見

る

う

つ
ろ
は

て

茂
る
岡

辺

の
常

磐

木

の
若

葉

の
色

を
何

と

い
わ

ま

じ

年

毎

に
色

添

ふ
松

の
た
め

し

に
て

ひ

ら
く

る
業

の
や
す
く

も

あ

る
か

な

末

な
が

く

栄

よ
か

し

と
な

ひ
く

枝

は
み

ど

り
色

ま

す
周

平

の
松

老
樹

に
も

若
葉

を

み
せ

て

茂

る
枝

の
色

も
変

ら

ぬ

周
平

の
松

周

平

の
松

の
緑

は
千

代

か

け

て
か

わ

ら
ぬ

色

の
茂

る
な

り
け

り

こ

の
宿

の
松

の
葉

こ

と

に
千
代

こ
め

て
代

々

の
栄

は
か

き

り

知
ら
れ
ず

凌

雲
勢

何
牡

老

蓋

色
蒼

々

屋

潤
春

宵
露

鶴

栖
冬

季
霜

天

晴

龍
吟

静

陰
定

月
光

長

幾

度

経
風

雪

千

古

永
不
壇

詠

松

為
小

針

翁
雅

属

江

間
政

発

源
康
済

文

直

文

直

錦

子

時

叙

令

意

重

喬

摂

空

摂

空
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行
方
原
上
浄
無
塵

堪
羨

一
家
魚
水
親

不
変
青
蒼
千
歳
色

周
平
松
頂
鶴
声
頻

隈
川

中

村

直

敬

老
松
幡
居
雅
園
中

翠
緑
清
吾
造
化

エ

樹
上
時
肝
昇
旭
日

光
芒
赫

々
一
堂
充

辰
正
月
四
日
訪
西
白
河
郡
中
畑
村
宿
於
小
針
氏
邸

邸
内
有
老
松
齢
三
百
歳
則
記
感
贈
之

河
東
田
紫
泉

（
教

美

）

矢
吹
史
跡
め
ぐ
り
に
参
加
し
て

横

川

白

水

山
道
の
落
葉
踏
み
つ
つ
息
せ
き
て

登
れ
ば
展
く
物
見
舘
跡
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物

見

舘

址

昭
和
四
十
五
年
矢
吹
町
役
場
調

矢
吹
町
大
字
須
乗
ニ
在
リ

総
面
積
五
十
四
町
六
反
八
畝
十
四
歩

―5―



１小
針
頼
広

小
四
郎

山
城
守

２

右
京

政

頼

朝
広

土
佐

頼
綱

丹
後

３頼

道

喜
左

ェ
門

広
光
志
右

ェ
門

４頼

通

七
左

ェ
門

頼
宗

女
子

政
綱

権
平

小
山
弥
左

ェ
門

５頼

直

６頼

治

七
郎
右

ェ
門

７

七
左

ェ
門

頼

章

女

子

啓
之
助

久
左

ェ
門

８豊

知

七
左

ェ
門

源
之
助

９
正

定

七
左

ェ
門

音
吉

頼
生

孫
右

ェ
門

頼
常

嘉
蔵

ス
ノ
リ
生

レ

白

河
家

へ

ス
ノ
リ
生
レ

白

河
家

へ

１
０

良
蔵

豊

住

女
子

女
子

女
子

女
子

ユ
サ
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１１

米
吉

房

成

物
十
郎

庄
治

１
２

文
治

豊

章

周
平

１
３光

澄

発
右

ェ
門

政
治

又
太
郎

三
郎

七
郎

女
子

女
子

ト

リ

１４

文

郁

周
次

女
子

岩
太
郎

ナ

カ

１５
豊

彜

東
五
郎

栄
治

七
郎

八
郎

新
之
助

倉

治
ヱ
イ

ト
メ

１
６ 文

治

静

雄

連省
至

女
子

フ

ク

１７弥
太
郎

女
子

多
二
郎

雄
三
郎

謙
四
郎

文
五

女
子

男
子

ミ

ツ

シ
ゲ

―7―



１小
針
頼
広

小
四
郎

山
城
守

昭
和
三
十
五
年
六
月

十
二
月
迄
毎
月
連
載
小
説

（
週
刊
誌

）
中
山
義
秀
著
中
山
七

里
の
中
心
人
物
小
四
郎
は
白
河
義
親

の
異
母

弟

と
あ
り
、

こ
の
小
四
郎
は
関
西
方
面
を

マ
タ
に
掛
け
途
方
も
な
い
乱
暴
物
の
様

で
あ

る
が
実
際
は
左

に
あ
ら
ず
額

る
穏
健

で
あ

っ

た
。

白
河
小
四
郎
は

白
河
晴

綱

の
臣
徳
長
某

の
娘
を
妾

と
し
て
三
人

の
子
を
生
ん
だ
、

上
二
人
と
三
人
兄
弟

で
あ

っ
た
。
上

の
女

は

大
関
信
濃
守

に
嫁

し
次
の
女

の
子
は
御
南

（
オ
ナ
ミ

）
と
呼

ん
で
他
は

一
切
判
ら
ぬ
、

三
人
目
は
白
河
小
四
郎
と
云

い
先
祖

の
名

を

貰

い
受
け

た
。

つ
ま

り
白
河
義
親

の
異
母
弟

で
あ
る
。

永

禄
十
三
年

（
元
亀
元

年

）
那
須
家
と
白
河
家
と
の
間

に
戦

い
が

あ
り
会
津
芦
名
も
兵

を
く

り
出

し
物
凄
い
戦
と
な

っ
た
。
白

河
晴

綱

の
庶
子
白
河
小

四
郎

は
十
三
才

に
成

っ
て
居
り
戦
争

見
物

に
四
騎
を
随
い
て
出

掛
け
た
。
道

に
ま
よ

い
山

の
中
を
歩
く
中

に
敵
多

人
数
に
見
付

か
り
四
人

の
郎
党

は
切
り
殺

さ
れ
て
小
四

郎
だ
け
は
馬

か
ら
引
き
づ

り
お
ろ
さ
れ

て
生
捕
り

に
成

っ
て
し
ま

っ
た
。

こ

の
戦

の
和
解

の
後
小
四

郎
は
返

さ
れ
て
来
た
が
赤

舘

の
舘
主
鹿
子
木
某

に
預
け
ら
れ
て
し
ま

っ
た
。

小
四
郎
は
元
服
し
て
小
山
小
四
郎
を
名
乗
り
祖
先

の
名

ほ
し
い
ま
ゝ
に
し

た
。

天
正
元
年

の
頃
滑
津
村
小
針
舘
主
と
な
り
小
針

山
城

守
頼
広
と
名
乗
り
家

来
も
追

々
集

め
ら
れ

た
。
舘

の
低
い
所

に
本
丸
が
あ
り
周
囲
は
内
堀
で
囲
ま
り
約
二
反
歩
位

の
広

さ
が
あ

り
舘

全
体

で
二
十
町
歩
位
あ
り
外
濠
が
囲
ら
さ
れ
て
居

た
様
で
あ
る
。

何
人
が
居

っ
た
も

の
や
ら
不
明

で
あ

る
。

祖
父

の
徳
長
も
頼
広

養
育

の
為
め

に
来

り
住

し
小
針
筑
前
守
と
称

し
た
様

で
あ
る
。

出
陣

の
時
を
考
え
て
舘
外

に
八
龍
神

の
祠
を
作
り
祭

っ
た
も
こ
の
時

で
あ
り
小
針
舘

に
入

っ
た
頼
広

は
早
速
旗
印

と
か
馬
印

と
か
を

始

め
た
模
様
な

る
も
現
在
判
明

し
て

い
る
の
は
馬
印
位
の
も

の
で
「
浅

黄
地
、
長
さ
四
尺
二
寸
巾

二
尺
八
寸

ツ

マ
白
黒

ノ
ヌ
リ

」
の

も

の
で
あ

る
。

家

来
も
大
変
成
績
が
よ
く
集

ま

っ
た
模
様

で
あ

る
。
永
禄
三
年
に
は
水
戸

佐
竹
義
宣
が
大
軍
を
動
員
し
て
白
河
を
攻
撃
し
赤
舘
を
落

し
鹿
子
木

を
消
滅
し

て
し
ま

っ
た
。

家
紋

は
左
三
ツ
巴
と
、
木
瓜

と
略
粒
子
引
両

を
用

い
た
。
左
三
ツ
巴
“
白
河
家

本
来

の
紋
、
木
瓜
は
祖
先
小
山
小
四
郎
朝
政

が
用
い

―8―



た
も
の
。
略
粒
子
引
両

は
頼
広

庶
子

に

つ
き
粒
子
引
両

の
中
か
ら

一
本
を
引

い
た
も

の
で
あ
る
。

天
正
五
六

年
頃

か
と
思
わ
る

ゝ
が
二
階
堂

に
備

え
る
為

か

と

も

思

わ

る

ゝ

が

白

河

晴

綱

代

理

義

親

か

ら

小

針

舘

主

と

物
見
舘
主
を
兼
帯
す

る
様
達
し
が
あ
り
物
見
舘

の
方
が
便
利
故

物
見
舘
に
引
越

し
し
た
。
物
見
舘
は
総
面
積
が
五
十
四
町
六
反
八
畝

十

八
歩

で
大
き

い
方
で
あ
る
。

本
丸
は

一
番
高

い
所

に
在

り
各

家
屋

の
密
集

の
部

は
隣
組

に
よ
り
通
報

出
来

る
様

に
成

っ
て
居

っ
た
。

先
づ
小

針
舘

に
は
畠
山
十
郎
左

ェ
門
義

信
、
小
林
五
郎
左

ェ
門
義
基
、

近
藤

主
馬
宣
清
、
木

元
玄

播
重
晴

を
筆

頭

に
若
干

の
家
臣
を

残

し
物
見

舘
の
方

に
は
小
河
清
兵

衛
祐
元
、
松
尾
遠

江
広
義
、

田
子
刑

部
道
顕
、
藤
島
儀
右

ェ
門
、
小
針
左
馬
介
勝
房
等
を
連

れ
て

移
り
備

え
を
厳
重

に
し
た
。

天
正
十
二
甲
申
年
諏
訪
大
明
神

ヲ
勤
護
ス
祭
神
は
健
御
名
方
命

で
あ
る
。

物
見

舘
内

に
小

さ
な
池
が
あ
る
。
頼
広
毎

朝
の
様

に
駒
を
走

ら
せ
舘
内

を
廻
り

こ
の
池

で
馬
に
水
を
飲

ま
し
た
と

云
伝
う
後
俚
人

こ

の
池

を
駒

の
口
池
と
云
う
。

天
正
十
六
年

六
月
十
八
日
死
ス

甘
露
寺
墓
地

法
名

幽
峯

結
頼

大
禅
定
門

２

右
京

政

頼

天
正
十

六
年
六
月
父
頼
広

の
死
後
小
針
舘
主
、
物
見
舘
主

を
兼

ぬ

天
正
十
八

年
八
月
白
河
城
主
白
河
義
親
が

豊
臣
秀
吉

に
城
地
を
没
収

さ
る
ゝ
に
及
び
当
然
小
針

舘
及
物
見
舘
も
没
収

の
運
命
に
会

う

て
舘

を
廃
止
す
る
。
約
六
十
人

の
家
来
も
そ
れ
ぞ
れ
の
職

に
つ
い
た
。

元
和
元

卯
年
七
月
十
八
日
死

ス

甘
露
寺

墓
地

法
名

清
乗
良
海
大
禅
定
門

朝

広

土
佐

頼
綱

丹
後
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３

喜
左

ェ
門

頼
道

泉
庄
内
野

郷
中
畑
村

へ
移

ル
、
移

住

に
付
て
頼
広

の
残

せ
し
刀
の
う
ち
備
前
国
長
舩
之
住
、
祐
定
刀

二
尺
二
寸

を
長

男
頼
通

に
。
関

の
兼
元
刀

一
尺

八
寸

（
俗

に
関

の
孫
六

）
を
弟
権

平
頼

宗
に
記
念
と

し
て
遣

し
頼
通
を
連
れ
て
中
畑

へ
移

っ
た
。

寛
永
二

丑
年
七
月

十
五
日
死
亡

澄
江
寺
墓
地

法
名

峯
林
道

西
大
禅

定
門

妻

不
明

彦
治

郎
元
豊
親

が
殺

サ
レ
タ
時

ハ
ト
ノ

エ
ノ
為

ニ
城
中

ニ
在
リ

家
来

三
城
目
出
身

ノ
竹
石
孫
兵
衛

そ
の
子
喜
平

ト
シ
人
デ
赤
沼

街
道
デ
出

会
仇

ヲ
討

ツ
。
莚

宝
三
年
五
月
七
日
也

志

右

ェ
門

広
光

元
豊
彦
治
郎

白
河

城
主
本
多
下
野
守
忠
平

へ
仕
官
し
知
行
二
百

石

白
河

藩
士
小
路
居
住
、
延
宝
元
年

八
月
富
永
弥
太
郎

ニ
殺

サ
ル

４

七
左

ェ
門

頼
通

父

に
連

れ
ら

れ
て
中

畑
村

へ
移

ル
。
寛
永
十

八
年

卯
月
吉

日
荒
木
高
綱
よ
り
小

笠
原
流
献
立

之
次
第
を
許
さ

る
。

元
禄
七
甲
戌

年
三
月

朔
日
死
す

澄
江
寺
墓
地

法
名

晴
閉

同
円
大
禅
定
門

妻

貞

享
四
年
三
月
五

日
死
す

澄
江
寺

墓
地

法
名

月
庭
長
春
禅
定
尼

頼
宗

権
平

頼
久

弥
左

ェ
門

頼
重

弥

左

ェ
門
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女
子

政
綱
小
山
弥
左

ェ
門

頼
利

清
左

ェ
門

頼
生

頼
信

孫
右

ェ
門

中
畑
小
針

へ

弥
市
右

ェ
門

号
酒
井

頼
常

頼
次

頼
忠

嘉

蔵

中
畑
小
針

へ

小
針
弥
右

ェ
門

酒
井
喜
三
郎

頼
近

小
針
孫
右

ェ
門

５

七
左

ェ
門

頼
直

幼
名
惣
四
郎
中
畑
村
庄
屋
と
な
る
当
家
系
譜

に
手
を

つ
く
。

宝
永
七
年
二
月
二
十
二
日
死

澄
江
寺
墓
地

法
名

覚
証
道
円
居
士

妻
＝

宝
永
元
甲
申
年
十

一
月
七
日

ス

澄
江
寺
墓
地

法
名

寒
嶺
常
心
大
姉

６

七
左

ェ
門

頼
治

幼
名
伊
左

ェ
門

中
畑
村
庄

屋
を
勤
む
。
正
徳
三
年
六

月
八
幡
神
社

に
手
洗
鉢

を
奉
献

原
型
亀
、
小
針

七
郎
右

ェ
門
、
小

針
伊
左

ェ

門
と
あ
り

正
徳
五
年
九
月
八
日
死

ス

澄
江
寺
墓
地

法
名

観
峯
自
照
居

士

妻
＝
正
徳

四
年
三
月
十
日
死

ス

澄
江

寺
墓
地

法
名

昌
室
貞
久
大
姉
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７

七
左

ェ
門

別
名
喜
内
頼
章

頼
章

幼
名
伊
左

ェ
門

中
畑
村
庄
屋
御
蔵
米
問

屋
と
な
る
。
享

保
十
三
年
八
月

十
五
日
蕪
木
造

酒
丞
宣
次

事
俗
名
曾
根
六
左

ェ
門
黙
岑

光
房
よ
り
吉
田
流
弓
術

秘
歌

一
巻

を
許

さ
る

寛
延
四
年
辛
未
年
七
月
二
日
死

ス

澄
江
寺
墓
地

法
名

栄
室
浄
繁
居

士

妻

享
保
十
八
年
七
月
十

七
日
死

ス

法
名

蘭
室
貞

香
大
姉

澄
江
寺

墓
地

女

子

享

保
四
年
五
月
十
六
日
死

ス

澄
江
寺
墓
地

法
名

無
相
童
女

啓
之
助

正

徳
四

年
三
月

二
十
六
日
死

ス

澄
江
寺
墓
地

法
名

離
相
童
子

伊
十
郎

享
保
二
酉

丁
五
月
十
五
日
死

ス

澄
江
寺

墓
地

久
左

ェ
門

宝
暦

二
年
二
月

下
新

城
村
が
新

た
に
出
来

て
出

庄
屋

８

七
左
ェ
門

幼
名
定
八

中
畑
村
庄
屋
御
蔵
米
問
屋
を
勤
む

豊
知

宝
暦
八

年
戌
寅

二
月
七
日
広
瀬
兵
藤
政
光
よ
り
日
置
流
雪

荷
派

弓
術

奥
儀
全
四
巻
を
許

さ
る
。
宝
暦
九

年
八
月
八
幡
神
社

へ
献

燈
二

基
。
分
家
小
針
孫
右

ェ
門
頼
生
夫
婦
並

に
小
針
嘉
藤
頼
常

来
り
真
坂

の
旧
主
白
河
義
親

の
子
孫
村
広

へ
仕
官

の
望
み
あ

っ
て
豊

知
に

依
頼
と

同
時

に
豊
知

の
二
男
と
し
て
入
籍
す
。
而
之
小
針
頼
生
及
そ
の
子
嘉
藤
頼
常

の
仕
官

の
望
み
あ
る
旨
書
状

に
て
白
河
家
に
申

入
る
村
広
君
非
常

に
嘉
び
召
抱

へ
る
旨
返

事
あ

り
宝
暦
五

年
四
月

の
事
也

去
月

中
小

針
孫
右

ェ
門
下
之
節

者
芳
黒
令

披
閲
候
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弥
無
恙
之
旨
珍
重
候
我
等
堅
固
有
之
候

遠
境
□
給
不
浅
次
第
候
恐
々
謹
言

四
月
廿
日

小
針
七
左
ェ
門
殿

御
状
令
披
見
候
小
針
嘉
藤
儀
父
同
苗
孫
右

ェ
門

依
頼
御
当
家
江
被
召
出
候

に
付
右
御
礼

上
野
様
御
機
嫌
被
相
伺
度
旨
委
細
御
紙
面

之
趣
遂
披
露
候
処
遠
境
念
入
之
書
御

祝
着
被
成
候
此
旨
私
共
よ
り
宜
申
遣
由

依
仰
如
是
候
恐
々
謹
言

四
月
廿

一
日

小
針
七
左
ェ
門
殿

別
而
申
進
候
弥
々
御
堅
固
之
旨
珍
重
存
候
小
針
嘉
藤

事
御
当
家
江
如
願
被
召
出
候
に
付
而
今
度
罷
下

当
分
為
養
育
父
孫
右

ェ
門
○
○
○
○
○
○
別
事
添

白
上
野

村
広

花
押

佐

々
木
右
内

花
押

遠
藤
勘
左

ェ
門

花
押
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可

遣
旨
品

々
被
仰
越
少

々
疎
意
無
之
候
間
可
安
心
候

被

入
御
遠
境
御
音
札
之
趣
忝
存
候

猶
期
後

慶
候
以
上

佐

々
木
右
内

四
月
廿

一
日

遠
藤
勘
右

ェ
門

小

針
七
左

ェ
門
様

去
月
小
針
孫
右

ェ
門
罷
下
候
節
御
神
書
被
下
忝

拝

見

候
如
御
仰
御
上
茂
無
御
故
障
被
成
御
座
候
御

紙
面
之
趣
則
披
露
之
処
念
入
之
義
思
召
候
此
旨

宜
申
遣
由
仰
被
聞
候
就
而
其
御

地
皆

々
様
御

堅
固
成
御
座
候
由
珍

重
存
候

当
方
も
無
別
条

罷
存
候
且
先

年
江
戸

表
江
藤
登
候
砌

ハ
於
矢

吹
村

ニ
度

々
懸

御
目
大
慶
候
弥

々
此
度
小
針
孫

右

ェ
門
悴
嘉
蔵
事

願
出
之
趣

も
通
此
方
御

家
中

に
被
召
出
候
御
知
行
も
不
少
被
下
置
而
只
今
頃

別

家
住
居
に
候
間
貴
様

に
も
愈
々
御

悦
可
成
候

且
私

杯
も
別
而
添
致
様
仰

聞
其
段
は
少
し

御
気

遣
ナ
サ
レ
間
敷

別
而
相
変
御
座

ナ
ク
候
早

々

申
進
候
私
事

モ
来
冬
中
其
地

ニ
モ
罷

出
申
ヤ

モ
相
知
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不
候

間
雨

風
罷
有
候
共
乃
尋
致
種
御
物
話
可
致

存
候

右
之
趣
御

家
内
皆

々
様
に
宜
敷

頼
入
度
手

前
よ
り
も
恐
縮

に
候
共
如
期
候

月
二
十
二
日

小
針
七
左

エ
門
様

一
、

宝
暦
十
三
年
正
月
米

三
俵
下

レ
置
か
る

一
、

明
和
元
甲

申
年
十

一
月
八
幡
神
社

へ
献
燈

一
対

一
、
明
和

六
年
九

月
よ
り
二
人
扶
持
を
受

ク

一
、
安
永
七
戌

戌
年

壬
七
月
二
日
死

ス

澄
江
寺
墓
地

法
名

小
光

院
雲
山
卓
松
居
士

一
、
妻
明
和
五
戌
子
年
七
月
十
四

日
死

ス

澄
江
寺
墓
地

法
名

照
有
院
来
参
俊
意
大
姉

一
、
須

乗

か
ら
来

り
し
小
針
孫
右

ェ
門

頼
生

の
妻

明
和
五
年
正
月

八
日
死

ス

澄
江
寺
墓

地

法
名

浄

安
妙

心
大
姉

源
之
助

延
享

四
十
卯
年
十
月
十
八
日
死

ス

澄
江
寺
墓
地

法
名

幼
泡
童
子

和
知
源
左

ェ
門

広

頼

花
押
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９

七
左

ェ
門

幼

名
伊
左

ェ
門
又

ハ
定
四
郎

正
定

頼
章

の
三
男

に
し
て
兄
豊
知
の
準
養
子
と

な
る
。

中
畑
村
庄
屋

御
蔵

米
問
屋
を
勤
む
、
三
人
扶
持

を
受
く
寛
政
三
年
十

一
月
小

林
五

郎
左

ェ
門
勝
辰
よ
り
日
置
流

印
西
派
弓
術
秘
歌
神
道
巻
外

一
巻
を
許

さ
る
。

一
、
寛
政

四
年
四
月
駒
附
格
を
申
付
ら
る

一
、
安
永
五
年

三
月
居
宅
を
新
築
す
。
旧
居
宅

の
カ

マ
ド

の
下
か
ら
人

体

に
似

た
る
石
出
づ
、

安
永
五
年
三
月
二
十
四
日
也
後

火
難
除

け
の
地
蔵
尊
と

し
て
井

戸

の
辺
に
祭
る

一
、

涅
槃
石
像

一
幡

を
澄
江
寺

に
奉
献
す
。

寛
政
十

三
年
十
二
月
二
十

六
日
死
ス

澄
江
寺
墓
地

法
名

積
雲
院
善

翁
浄
繁
居
士

妻

享

和
二
壬
戌
年
八
月
三
十

日
死
ス

澄
江
寺

墓
地

法
名

慶
林
院
松
室
貞
寿

大
姉

音
吉

中
畑
村

へ
分
家

シ
タ
ル
モ
没
落

ス

１０

安
正

同
人

正
定
長
女
タ
キ

の
婿

也

豊
住

笠
石
村
庄

屋
小
貫
喜
左

ェ
門

の
悴

一
、
寛
政
五

年
十
月
庄

屋
駒
附
格
三
人
扶
持
相
続
申
付
ら
る

一
、
寛
政
十
年
駒
附
代
役

申
付
ら
る

一
、

寛
政
十
二
年
申
四
月

金
弐
百
疋
下
さ
る
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一
、

享
和

元
年

御
蔵
米
附
出

御
回
米
附
出
役
運
送

馬
取
計
役
申
付
か
る
。

一
、
享
和
三

年
四
月
十
八
日
金
弐
百
疋

下
さ
る

一
、
享
和
四
年
二
月
大
庄

屋
格
申
附
ら

る

一
、
文
化
四
年
四
月
二
十
八
日
金
百
疋
下
さ
る

一
、
文
化

五
戌
辰
十

一
月
九
日
死

す

澄
江
寺

墓
地

法
名

高
源
院

通
宝
常
源
居
士

行
年
四
十
三
才

妻

タ
キ

弘
化
元
申
辰
年
三
月
二
日
死

ス

澄
江
寺
墓

地

法
名

高
照
院
心
操
貞
鏡
大
姉

一
、
黒
田
稲

皐
筆

鯉
の
図

二
幅
は
豊
住
伝
来
と
云
う

女
子

女
子

女
子

女
子

寛
延

元
年
戌
辰
九
月
十

一
日
死
す

法
名

菊

相
善

童
女

澄
江
寺
墓

地

寛
延

三
庚
午

年
九
月
二
十
六
日
死

ス

澄
江
寺
墓
地

法
名

秋
露
童

女

宝
暦
三
壬

申
年
九
月
十
九
日
死

ス

澄
江
寺
墓
地

法
名

〓
〓
童
女

マ
サ

中
野
目
村
郷

士
円
谷
太
左

ェ
門
悴

豊
八
に
嫁
す

寛
政
十
年
正
月
浅
川
騒
動
に
会

い
庭
前

の
松
を
切

ら
れ
中
味
を
空
洞
に
し
ら
れ
又
安
永
五
年

に
新
築

の
家
屋

の
柱
、
な
げ
し
を
マ

キ
ワ
リ
如
き
も

の
で
切
ら
れ
、
床

の
間
を
も

っ
と
も

は
げ
し

い
勢

で
傷

つ
け

て
し
ま

っ
た
。
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１
１

米
吉

豊
住
長
男

中
畑
村
庄
屋

御
蔵
米
問
屋
を
勤
む

澄
江
寺

へ
幽
霊
像

一
幡

を
奉
献
す

文
化
十
四
年

丁
丑
年
三
月

一
日

死
ス

澄
江
寺
墓
地

法
名

恭
心
院
全
学
了
提

居
士

妻

文
化
十
三
丙
子
年
七
月
廿
四

日
死
ス

澄
江
寺
墓
地

法
名

即
心
院
小
針
了
幼
大

姉

惣
十
郎

寛
政
十
年
戌
十

一
月

二
十
三
日
死

ス

澄
江
寺
墓

地

法
名

清
玉
日
光
童
子

庄
治

享
和

三
癸
亥
年
四
月

六
日
死
ス

澄
江
寺
墓
地

法
名

小
針
院
荘
葉
色
厳
善
童
子

文
治

文
化
十
四
年
五
月
二
十
四
日

澄
江
寺
墓
地

法
名

本
源
知
性
美
童
子

１
１

周
平

棚
倉
町
年
寄

井
上
茂
右

ェ
門

の
悴

豊
住
の
甥
に
し
て
房

成
の
従
弟
也
幼
少
よ
り
来
り
し
と
云

う
幼

に
し
て
小
針
性
を
用
ゆ

豊
章

雅

号
を
酔

月
と
云
う
。
中
畑
村

庄
屋
御
蔵
米
問
屋
を
勤
む
。
文

政
六
年
十

一
月
迄

に
春
兆
軒
植
田
左
平
次
伊
次

よ
り
大
坪
流
馬

術
の

免
許
六
巻

を
贈
ら
る
。

文
政
十
年
八
月
朔
日
石
川
郡
高

田
町
村
庄

屋
鈴
木
庄
吉
と
二
人

で
石
川
、

田
村
、
白
川
三
郡
八
十
五

ケ
村

（
殿
料

）
を
代
表
し
第
十

一
代
将
軍
徳
川
家
斉

へ
直

訴
せ
ん
と
し
て
容
意

に
将
軍
出
馬
せ
ざ

る

に
よ
り
御
老
中
筆
頭

大
久
保
加
賀
守
忠
直
登
城
先

へ
駕
籠
訴

し

即
刻

召
捕
え
ら
れ
御
支
配
水

道
橋

御
役
所

へ
引
渡
さ

る
。
そ

の
後
直
ち

に
勘

定
奉
行
遠
山
左

ェ
門

尉

景

晋

に
引
渡
さ
れ
た
。
遠
山

―18
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奉
行

は

一
応
寺
沢

忠
三
郎
近
藤
鉄
平
及
び
足
軽

を
遣
し
受
取

ら
し
め
西
大
久
保
新
谷

町
上
洲
屋
源
助

へ
宿
あ
づ
け
翌

一
日
十

一
時
頃
源

助

が
付
添

い
奉
行
所
白

洲

へ
出
頭
足
軽
二
人
が
庄
吉

周
平
の
後

に
ひ
か
え
奉
行
遠

山
左

ェ
門
尉
景
晋

は
上
下
を
着

用
に
及
び
中
央
上

座

に
座

り
奉
行

の
後

に
は
近
侍
が
警
備

し
手
代

の
河
合
次
郎
作

は
縁
側

に
詰
め
て
居

る
処
で
奉
行
か
ら
「奥
洲
石
川
郡
、田
村
郡
、白

川
郡

村

々
惣
代
高
田
町
庄

屋
庄
吉
、
中
畑
村
庄
屋
周
平
等
大
久
保

加
賀
守

へ
駕
籠
訴
を
致
し
た
が
是

は
差
越
願
と
云
う
も

の
で
取
上
る
事

は
出
来
ぬ
依
而
こ
の
訴
状

は
返
す
か
ら
早

々
国
元

へ
戻

る
よ
う

」
と

の
事
で
小
針
家

に
残

っ
た
も

の
で
あ
る
。
若

し
こ
の
時
大
久
保

加
賀
守
又
は
遠
山
左

ェ
門

尉
が
取
り
上
げ

に
な

っ
て

い
た
と
し
た
ら
庄
吉
、

周
平
は
勿
論

そ
の
妻
子
迄
も
当
時

の
規
定

に
照

ら
し
て

磔

の
刑

に
処
せ
ら
れ
た
事

で
あ

ろ
う
。
郷
里

へ
帰

っ
た
二
人
は
そ
れ
ぞ
れ
又

ゝ
召
捕
え
ら
れ
手
鎖

り
を
か
け
ら
れ
て
又

ゝ
入
牢
申
付

っ
た
が
江
戸
で
許
さ
れ
た
も

の
が
又

ゝ
地
方
で
処
分

す
る
も
変
故
許
さ
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
帰
宅
し

て
又

々
庄
屋
を
勤
め
た
。

天
保
八
年
十

一
月
棚
倉
城
主
分
家
松
平
軍
次
郎

康
済
に
中
畑
村
外
六

ケ
村
知
行
所

に
仰
付
け
ら

れ
第
二
代
目

の
代

官
に
申
付
け
ら
れ

た
が
小
針
家

に
災
の
か
か
ら

ぬ
様

に
と

の
考

え
か
ら
、
井
上
、
尾
川

斎
藤

の
氏

を
名
乗

り
又
名

は
啓
輔
理
兵
衛
を
用

い
た
。

代
官
と
な

る
や
多
田
武
左

ェ
門

の
後
を
受
け
て
陣

屋
の
建
築

に
従
事

し
又
庭
園
と
牢
屋

を
建

つ
、
そ

の
後

不
正

の
儀

あ
り
と
て
自
ら

の
作

っ
た
牢

に
入
れ
ら
れ

る
。
番
人
良
蔵

の
助
け
に
よ
り
屋
根

を
破

っ
て
脱
走

し
江
戸

に
趣
く
。
浅

草

に
於
て
公
議
役
人

に
召
捕
ら

る
。
罪
科
の
条

々
申
開
き
相

立
ち
再
び
中
畑
代

官
と

し
て
下

り
矢
吹
新

田
村

の
問
屋
渡
辺
惣
兵

衛
宅

に
着

く
。

中
畑
陣
屋
下

の
役
人

一
同

の
出
迎
で
中
畑

に
入

る
。
而
し
て
人
望
既

に
地

に
降
ち
た

る
を
覚

り
漸
く
に
し
て
其

の
職

を
退
く
。

こ
の
後
松
崎

村
庄
屋
小
室
仁
平

南
部
藩
士
斎
藤

三
平

と
共

に
水
戸

中
納

言
を
動
か
し
事
業

を
企

て
ん
と
し
て
果
さ
ず

三
人
北
海
道

に

渡
る
。
函
舘
に
於
而

大
に
馬
鈴
薯
を
作
り
是
で
酒
を
譲
造

し
外
人

に
売
込
ま
ん
と
し
て
大
失
敗

に
終

る
。

是
よ
り
こ
の
三
人

を
奥

の
三
平
と
呼
ぶ
者

あ
り
し
と
云
う
。

嘉
永
二
年
豊
章

一
人

で
矢

吹
村
佐

久
間
伊
右

ェ
門
よ

り
多
額

の
金
子
を
借
り
受

け
出
羽
国
村
山
部
中
山
大
滝

銀
山
開
発

に
従
事
し
又

失
敗
に
終

り
日
光

に
行

き
宮
司

に
取
り
入
り
小
薬
主
税

の
家

に
世

話
に
成
り
全
国
大
名
を
相
手
と

し
東
照
宮
権
現
の
威
光

に
よ

り
無

尽
を
開
き
た
る
も
事
公
議

に
聞

え
持

っ
て
の
外

の
こ
と

ゝ
し
捕
手
を
差

向
け
ら
る
．
豊
章
此
処

に
も
居
ら
れ
ず
芦

野
辺

に
居

り
し
も

後
白
河
馬
町
に
居

り
て
文
久
弐
年

に
没
す
。

中
野
目
村

円
谷
善
助
翁
の
話

し
に
よ
れ
ば

「
豊
章

の
伝

は
蒲

生
重
章
著

近
世
偉
人
伝

―
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に
あ
り

と
云
う
。

（
明
治
十

五
年
頃

の
発
刊

）

文
久

二
壬

戌
年
八
月
二
十
六
日
死

ス
。
墓
地
白
河
関
川
寺

法

名

信
迎
院
同
法
性
身
居

士

行
年
六
十
八
才

妻

カ
ツ

滑
津
村
年
寄
格
水
野
谷
猶
吉

の
妹

前
名
カ

ヨ

明
治
十
八
年
五
月
十
四
日
死

ス

墓
地

白
河
関
川
寺

法
名

信
性
院
妙
法
禅
心

大
姉

行

年
七
十
八
才

・
豊

章
は
文
政
六

年
七
月
十
五
日
峯
林
道
西
大
禅
定
門

の
二
会
忌
を
行

う
。

（
二
会
忌

は
二
百
年

の
こ
と
な
り

）

・
松

平
軍
次

郎
康
済
よ

り
歌
を
贈

ら
る
。

光
澄

発
右

ェ
門

幼
名
秀
次

雅
号

を
子
彝
芳

文
化
元
申
子
年
十

一
月
十

七
日
生

豊
章

の
長
女
ミ
カ
の
婿
也
、
烏
山

大
久
保
藩
士
南

畝
武
助
光
教

の
悴

に
し
て
故
あ

っ
て
大
谷
地
村
庄
屋
小
針
佳

藤
太

（
後

の
中
畠
家

）
に
養
育
さ
れ

る
。
天
保
二
辛
卯
年
九
月
渡
辺
正
助
綱
恭
よ
り
種
田
流
槍
術

免
許

を

一
巻
を
許

さ
る
。

天
保
八
年

よ
り
中
畑
村
庄
屋
駒
附
役
御
蔵
米
問
屋
を
勤
む

安
政
六
未

年
十

一
月
二
十
八
日
釜
山

へ
稲
荷
明
神
を
観
請
す

（
祭

神
豊
文
比
〓
命

）

酒
井
抱

一
筆
牡
丹
絵
を
松
平
石
見

守

（
万

太
郎

）
康
英

（
康
直

）
よ
り
賜
わ
る
。

南
湖
落

雁

（
谷
文
兆
筆

）
は
浅
川
代
官
島

田
帯
刀
よ
り
賜
わ
る

（
手
代
松
沢

繁
右

ェ
門
持
来
、
常

盤
家

の
土
蔵

で
書
き
し
も

の
と
云

う

）

銀
製
甲
子
大
黒
天

（
甲
子
貨

）
は
公
議
代
官
本
山
幾
四
郎

よ
り
贈
ら

る
。

明
治
十
四
年
四
月

二
十
二
日
死

ス

澄
江
寺
墓

地

法
名

覚
性
院
趙
門

一
無
居
士

行
年
七
十

八
才

妻
ミ
カ

天

保
四
年

已
四
月
二
十
四
日

澄
江
寺
墓
地

法
名

嶺
雲
院
全
身
慧
光
大
姉

行
年
二
十

一
才
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後
妻

ト
ク

滑
津
村
問
屋
野
木
安
右

ェ
門
光
家

の
娘

に
て
母
は
矢
吹
村
庄
屋
笹
山
久
右

ェ
門

の
娘

明
治
十
五
壬
午

六
月
六

日
死

ス

澄
江
寺
墓

地

法
名

智
性
院
寂
光

慈
静
大
姉

行
年
六
十
四
才

政
治

白
河
町
大
庄
屋

格
金
子
茂
左

ェ
門

の
養

子
と
な
り
襲
名
す

又
太
郎

天
保
三
年
壬
辰
七
月
十

七
日
死

ス

澄
江
寺
墓

地

法
名

暁
露

山
〓

暁
禅

童
子

三
郎

天
保

八
丁
酉
年
二
月
十
日
死

ス

澄
江
寺
墓
地

法
名

春
光
宗
英
童
子

七
郎

天
保

十
四

年
癸
卯
年
三
月
三
日
死

ス

澄
江
寺
墓
地

法
名

明
雲
童
子

女
子

ト
リ

足
利
町
医
師
小
林
尚

顕
を
婿

と
し
井
上
性
を
名
乗
り
分
家
す

今
市

に
て
死
す

１
４

七
左

ェ
門

幼
名
文
治

光
澄
の
長
男

也
天
保
五
年
甲
午
年
十
二
月
十
三
日
生

文
郁

中
畑
村
庄
屋
駒
附
役
御
蔵
米
問
屋
を
勤

む
。
雅
号

を
蘭
渓
、
景
山
、
松

逎
居
、
南
山
、
南
缶
、
松
憲

と
云

い
、
書
画
を
好
む
。
殊
に

画
を
服
部
波
山

の
門

に
学
ぶ
．

明
治

五
年
三
月
磐
前
県

庁
よ
り
当

分
是
迄
之

通
り
役
儀
申
付
け
ら
る
。

明
治
五

年
四
月
第
五
大
区
十
四
小

区
中
畑
村
外

十

一
ケ
村
区

長
拝
命

明
治
六

年
二
月
十
四
日
磐
前
県
よ
り
第
五
大
区
小

十
三
区
小
十
四
区
小
十
六
区
合
区
副
区
長
拝
命

川
辺
会
所
拝
命

明
治
七
年

一
月
磐
前
県
よ
り
第
五
大
区
小

十
区
副
区

長
拝
命
川
辺
会
所
勤
務

明
治
七
年
九
月
二
十

七
日
磐
前
県
第
五
大
区
小
十
区
扨
戸
長
拝
命
川
辺
会
計
勤
務

明
治
七
年
十

一
月
石
川
郡
川
辺
会
所
廃
止

さ
れ
石

川
会
所

に
合
併
同
時

に
同
会
所
詰
戸
長
申
付
け
ら

れ
石
川
勤
務
、
是

よ
り
河

野
広

中
と
親
交
あ
り
明
治
十

一
年
四
月
十
二
日
福
島
県
会
議
員

に
当
選
す

―
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当
家

は
豊
住
代
よ
り
困
窮

し
初

め
光
澄
代
最
も
甚
し
、
文
郁
夫
妻
は
醤
油

の
譲
造

を
創

め
日
夜
営
営
家
政
の
快
復

を
図
れ

り
依
而
後

世

こ
の
二
人
を
小
針

家
中
興

の
祖
と
称
す
。

豊
住
伝
来

の
黒
田

稲
皐
筆
鯉

の
図

豊

章

困

窮

の
あ

ま

り

一幅

を
質

に
入
れ
て
流
し

て
し
ま

っ
た
。
文
郁
代

に
な
り
妻
ヤ

ス
矢
吹

の
大
野
左
市
方

に
あ

る
を
つ
き
止
め
大
金

を
出

し
て
密
か

に
求

め
て
現

存
す

る
に
至

っ

た
。

明
治

三
十
四
辛
丑
初
酉

の
日
稲
荷
山

に
遊

び
帰
宅
後
病

を
得
て
死
す

明
治
三
十
四
年
辛
丑

年
五
月
十
日
死
す

澄
江
寺
墓
地

法
名

大
興
院

恵
林
浄
園
居
士

行
年
六
十
八
才

妻

ヤ
ス
は
棚
倉
町
年
寄
役

一
条
藤
助

の
娘

で
天
保
十
二
辛
丑
年
三
月
五
日
生
れ

大
正

三
甲
寅

年
十
二
月
二
十
三
日
死
す

澄
江
寺
墓

地

法
名

浄
相
院
廓
室

妙
然
大
姉

行
年
七
十
四
才

周
次

光
澄
二
男
体
巨
大

に
し
て
豪
放
、
嘉
永
六
年
ペ

ル
ー
来
朝
の
砌
り
黒
船
征
伐
を
志

し
江
戸

へ
登
り
松
平
石
見

守
邸
に
宿
す
。
江
戸

見
物
と
し
て
只

一
人
歩
き
廻
り
江
戸
川
堤
を
通
る
会

々
武
士
二

人

に
会

す
。
自
ら
を
試

さ
ん
と
物
言

は
ず

に
組
付
け
ば

た
ち

ま
ち
川

中

に
投
げ
ら
る
。

漸
く

に
し
て
松
平
邸

に
戻
る
。
石
見
守

是
を
聞
き

大
に
驚
き
其

の
不
心
得

を
愉
す
。
数
日

に
し

て
夜

半
火
事
あ

り

周
次
早
速
飛
び
起
き
邸
内

の
火
見
構

に
登
る
。
構

に
は
既

に
人

あ
り
け
れ
ば
邸
内

の
下
人
と
思

い
方
言

を
用

い
粗
な
る
言
葉

に
て
模

様

を
問
う
。

然
か
も

返
事

な
し
、
尚
ほ
語
を
荒
げ

て
糺
問
す

る
こ
と
数
言
、

暫
く

に
し
て
穏
か
な
言
話

で
「
周
次
其

の
方

に
は
わ
か

る
ま

い
な

」
と
云
う
。

こ
の
時
初

め
て
石
見
守
な
る
を
知
り
驚

い
て
其

の
夜

の
中

に
中
畑
指
し
て
逃
げ
帰
る
と
云
う
。

こ
の
後
嘉
永
六
年
六
月
品
川
沖

に
御
台

場
を
設
く
る
事

に
な
り
中
畑

陣
屋
支
配
下
よ
り
人

夫
四
十
人

を
指
出
す
様
に
成
っ
た
。
総
監
督

は
円
谷
春
平
で
人
夫

監
督
と
し

て
兄
文
治

の
代
理
と
し
て
周
次
江
戸

へ
登
る
全
員
松
平
邸

に
泊

し
品
川

に
通
う
。

人
夫

の
人

々
毎
日

の
仕

事
に
疲

れ
朝

起
る
も

の
な
し
周
次
思
う
様
四
十
人

を

一
人

一
人
起
す
は
容
易

な
ら
ず
棒

枕

に
如

が
ず
と
即

ち
長
さ
三
間
位

の
棒
枕
を
数
本
作

り
是

を
枕
と
し
て
寝

か
し
む
朝
に
な
れ
ば
棒
鼻
を
力

ま
か
せ
て
た
た
く
と
人
夫
直
ち
に
起

る
と
。

中
野
目
村
郷
士
円
谷
善
左

ェ
門
愛
章

の
養
子
と
な
り
円
谷
善

右

ェ
門

宗
孝

と
改
称
す
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女
子
ナ
カ

中
畑
村
問
屋
遠
藤
七
兵
衛

に
嫁
す

岩

太
郎

光
澄
三
男
根
田
村
庄

屋
永

山
利

助
光
知

の
養
子
と
な
り
永

山
郡
治
利
彝

と
改
称
す

１５豊
彝

東
五
郎

光
澄
四
男
也
兄
文
郁
子

な
き

に
よ
り
準
養
子
と

な
る
弘
化

元
甲
辰
年
十
二
月
八
日
生
れ
。

俳
句
を
好

む
。
雅
号

を
松
風
庵
、
豊
哉
、
又

は
春
野
と

云
う
。

明
治

六
年
七
月
磐
前
県
庁

よ
り
中
畑

村
、

中
畑
新

田
村
両
村
伍
長
拝
命

明
治
七
年
二
月
中
畑
村
、

中
畑
新
田
村
両
村
戸

長
を

磐
前
県
庁

よ
り
拝
命

明
治
十

一
年

一
月
十
七
日
中
畑
村

用
掛
を
福
島

県
第
九
区
会
所
よ
り
申
付

ら
る
。

明
治
十

一
年
六
月
十
二
日
大
畑

村
用
掛
兼
務

を
申
付
ら

る
。

明
治

十
二
年
三
月
二
十
七
日
中
畑
村
大
畑
村
戸

長
を
福
島
県
庁

よ
り
拝
命

明
治
十

二
年
二
月
二
日
右
戸
長
辞

職

明
治
十
四

年
三
月
二
日
中
畑
村

大
畑
村
両
村
戸

長
を
福
島
県
庁
よ
り
拝
命

明
治
十
五

年
六
月
八
日
右
戸
長
を
辞
職

明
治

三
十
年
十

一
月
二
十
日
西
白
河
郡
会
議
員

に
当
選

す

明
治

三
十
五
年
秋
閑
院
宮
載
仁

親
王
殿
下

（
少
佐

）
は
従

者
騎

馬
武
者
三
十
五
騎
を
随

い
て
習
志

野
を
出
ら
れ
仙
台
大
演

習
場

に
向

わ
せ
ら

る
ゝ
途
道
出

迎
い
と
し
て
当
家
族

一
同
橋

の
上

に
出

で
し
者
共

を
ふ
り
む

い
て
「
是
は
珍

ら
し
い
松

で
あ
る
。

（
御
越

の
松

と
名
付

け
る
が
よ
か
ろ
う

）
と
の
御
言
葉
を
賜
わ

っ
た
と
云
う
。

こ
れ
以
後

「
御
越

の
松

」
と
も
呼
ぶ
。

こ
の
頃

は
勿
論
板

に
壁
の
塀

で
土
手
の
上

を
人
間

の
歩
け
る
位
の
空
間
が

あ
り
塀

の
外

に
松

の
枝

が
出

で
居

っ
た

の
で
御
越

の
松

と

呼
ん
だ
事

な
ら
ん

明
治

三
十
九

年
丙
午

正
月
二
日
死

ス

澄
江
寺
墓
地

―
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法
名

覚
潮
院
東
雲
恵
海
居

士

行

年
六
十
三
歳

妻

タ
キ

踏
瀬
村
庄
屋
箭
内
他
十
郎
義
方

の
娘

嘉
永

四
年
辛
亥

九
月

九
日
生
れ

明
治
二
十

一
年
戌
子
之
月
七
日
死
す

澄
江
寺
墓
地

法
名

妙
性
院
青
顔

柳
葉

大
姉

行

年
三
十
八
才

後
妻

ハ
ン

中
野
目
村
郷
士
円
谷
甚
左

ェ
門
愛
彰

の
娘

母
は
阿

部
藩
士

三
沢
舎
人

の
二
女
ゲ

ン

昭
和
十
四
年
八
月
四

日
死
す

澄
江
寺
墓
地

法
名

妙
徳
院
観
麟
喜

鳳
大
姉

行
年
八
十
八
才

栄
治

光
澄
四
男

弘
化
之
丙
午
年
十
二
月
二
十
五
日
生

れ
。
十
七
才

の
時
女
帯
其
他
日
用
品
等
盗
難

に
会

う
。
栄
治
思
う
様
賊

は
中
畑

新

田
村

の
八
幡
神
社
裏
山
に
居
る
ら

し
。
行
き

て
盗
難
品
を
取
戻
さ
ん
と
決
心

し
農
夫
姿

に
な
り
鎌

を
持
ち

て
出
掛
く
、

賊
は
小

雨

降

る
八
幡
裏
山

に
荒
莚

で
小
屋
を
作

り
赤

鞘
の
大
刀
を
側
に
置
き
二
人
し
て
焚
火
を
な
す
栄
治

勇
を
奮

っ
て
近
づ
き

「
貴

様
等
早

々

に
退
去
す

べ
し
左
な
く
ば
吾

大
声

を
た

つ
べ
し
役
人
村
民
共

の
此
山

を
包
囲
す

る
も
間
近

な
り

」
と
賊
共
信
ぜ

ぬ
様
子

な
る
も
栄
治

平
然

と
し
て
退
去
を
急
ぎ
立

つ
れ
ば

不
安

に
や
思

い
け
ん
急
ぎ
退
散
す

即
ち
小
屋
を

こ
わ

し
盗
難
品

を
持
帰
る
。

白
坂
町

年
寄
役
亀
山
弥
五
右

ェ
門
重
直

の
養
子

と
な

り
亀

山
弥
之
助
重
彝
と
改
称
す
。

七
郎

嘉
永

六

丑
年
二
月
二
日
光

澄
五

男
に
生

る
。
上
新
城
村
庄
屋

岡
崎

平
右

ェ
門
光
徳

の
養
子
と
な
る
。

八
郎

光

澄
の
六
男

に
生
る
。
安
政
四
丁
巳
年
七
月

二
十
四
日
死
す

澄
江
寺
墓
地

法
名

碧
輪
善
童
子

新

之
助

光

澄
の
七
男

に
生

る
。

明
治

元
戌
辰
年
十

一
月
十
日
死
す

澄
江
寺
墓
地

法
名

岩
恵
善
童
子

倉

治
養
子

根

田
村
庄
屋
永
山
郡
司
利
彝

の
悴

に
し
て
石
川
郡
石
川
町
鈴

木
要
助

の
養
子

に
成
る
。

女
ヱ
イ

養

女

根
田
村
庄
屋
永
山
郡
司
利
彝

の
娘

に
し
て
東
白
川
郡

高
城
村
吉
成
賢

一
郎

に
嫁
す
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女
ト
メ

元
治
元
甲
子
年
十
二
月
三
日
生

れ
。
小
針
ヤ

ス
の
姪
と
云
う

須
賀
川
町
永
田
治
兵
衛

の
娘

に
し
て
神
田
村
藤
井
文
之
助

に
嫁
す

文
治

豊

の
長
男
と
し
て
明
治
七
卯
戌

年
二
月
二
十
四
日
生
る
。素
州
と
号
す
明
治
二
十
年
四
月
白
河
町
太
平
熟

に
入
る
。

明
治

二
十

二
年
四
月
福
島
県
尋
常

中
学

に
入
学

明
治
二
十
四

年
四
月
同
校
特
待
生

に
選
定
さ

る
。

明
治
二
十
四
年
十
二
月
東
京
物

理
学
校
東
京
数
学
院
独
逸

協
会
学
校
等

に
歴
学
す

明
治
二
十
九
年
七
月
東
京
帝
国
大
学
農
家

大
学
撰
科

に
入

り
農
科

及
び
農
芸
化
学
を
専

攻
す

明
治
三
十

一
年
十
二
月
八
日
盲
腸
炎

に
罹
る

辞
世

き
の
う
迄
学
び

の
友

と
遊
び

し
を

き

ょ
う

の
旅
路
は

一
人
な
り
け
り

明
治
三
十
二
年
五
月
二
日
死
す

澄
江
寺
墓
地

法
名

大
学
院
恭
博
文
鏡
居
士

行
年
二
十
六
才

明
治
三
十
四
年
文
治
の
親
反
小
西
重
直
従
兄
箭
内
亘
等
の
尽
力
で
詩
歌
文
章
を
集
め
小
冊
子
を
刊
行
す
。
是
を
残
紅
力
と
名
付
く
。

題
字
は
河
野
広
中
翁
也

１
６

明
治

年
丁
丑

一
月
十
四
日
豊
彝

の
二
男
に
生

る
。

静
雄

母
は
踏
瀬
村
庄
屋
箭

内
他
十
郎
義
方
の
娘
タ
キ
也
、
幼

に
し
て
母
を
失

い
須
乗

村
酒
井

に
て
養
育

さ
る
。
雅
号

を
松
声
又
は
鉄
梁
と

云
う
。
明
治
三
十

年
福
島
県
尋
常
中
学
校
を
卒
業
す
。

在
学

中
は
長
田
五
兎
先
生

の
世
話

に
な
る
。

大
蔵
参
与
官
下
坂
藤
太
郎
氏

の

遇
に
よ
り
明
治

三
十
年
五
月
十
七
日
大
蔵
省
に
勤
務
属
官
た

り
。

兄
文
治
病

に
か
ゝ
り
快
復

し
難
き
を
察
知
し
明
治
三
十

一
年

一
月

十
七
日
職
を
退

き
帰
郷
す
。

明
治

三
十
二
年
五
月
文
治
死
す

る
に
及
び
家
督

相
続

す
。
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明
治

四
十
四
年
十

一
月
二
十
四
日
西
白
河
郡

会
議
員
に
当
選

し
、
大
正
十
二
年
三
月

二
十
六
日
郡
制
廃
止
ま

で
三
期
十

二
年
間
相
勤

む
。
大
正

二
年
二
月
有
限
責
任
中
畑
信

用
購
買
組
合
を
同
志

と
共

に
設

立
し
自
ら
組
合

長
と
な

り
大
正
十
四
年
十
二
月

病
に
斃

る
ゝ

迄
其

の
職
を
奉
ず

大
正
十
四
乙
丑
年
十
二
月
十
八
日
死
す

澄
江
寺
墓

地

法

名

恒
徳
院
真
詮
静
雄
居
士

行
年
五

十
才

妻

ヨ
シ

白
河
本

町
石
岡
忠
蔵
重

礼
の
長
女

明
治
十
三

年
一
月
十
四
日
生
れ

母
は
阿
部
藩

士
勘
定
奉
行
村
社
喜
三
郎
保
之

の
娘
テ
ツ

昭
和
十
三
年
二
月
九
日
死
す

澄
江
寺
墓
地

法
名

光
徳
院
有
真
妙

隣
大
姉

行

年
五
十
九
才

連

明
治

十
二
年
九
月
十
四
日
豊
彝

の
三
男

に
生

る
清
州
と
号
す

明
治

三
十
三

年
二
月
改

玉
社
土
木
学
本
科
卒
業

明
治
三
十
五

年

一
月
順
天
中
学
第
四
学

年
三
学
期

へ
編
入
し
明
治
三
十
六

年
三
月
三
十

一
日
同
校
卒
業

明
治
三
十
六
年
改
玉
社
土
木
学
卒
業

同
時
に
研
究
科

に
入

り
明
治
三
十
七
年
六
月
同
校
卒
業
称
来
農
商
務
省

に
入
り
同
省
技
手
た
り

し
が
病

に
斃
る

明
治
三
十
七
年
申

辰
十
二
月
八
日
死
す

澄
江
寺
墓
地

法
名

樹
心
院
信
岳
宗
正
居

士

行
年
二
十
六
才

省

至
明
治
十
四
年
十

一
月
十
四

日
豊
彝

の
四
男

に
生
る
。
幼

に
し
て
母
を
失

い
し
か
ば

白
坂

亀
山
家

に
養
育
さ

る
。
安
積

中
学
卒
業
後
盛

岡
高
等
農
業
学
校
獣
医
科

に
入
り
明
治
四
十

一
年
三
月

卒
業
、
同

年
四
月
宮
崎
県
児
湯
郡

立
農
学
校
教
諭

に
任
ぜ
ら
れ

大
正
四
年
五

月
二
十

一
日
正
八
位
に
叙
せ
ら
る
。

大
正
七

年
三
月
該
校
は
宮
崎

県
立
高
鍋
農
学
校
と
改
称
、

同
時

に
同
校
教
諭

に
任
ぜ
ら
れ
大
正

七
年
六
月

二
十
八
日
内
閣
よ
り
高
等
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官

七
等

を
以

て
待
遇
せ
ら
る
。

大
正
七

年
九
月
十
日
従
七
位
に
除

せ
ら
れ
大
正
九

年
七
月
二
十
七
日
内

閣
よ
り
高
等
官
六
等
を
以

て
待
遇
せ
ら

る
。

大
正

九
年
九
月
三
十
日
正
七
位
に
叙
せ
ら
る
。

大
正

十
二
年
五
月
二
十
九
日
内
閣
よ
り
高
等
官
五
等

を
以

て
待
遇
せ
ら
る
。

大
正

十
二
年
十
月
六
日
宮

内
省

よ
り
従

六
位

に
叙
せ
ら

る
。

大
正

十
二
年
十
月
九
日
職
を
退
き
帰
郷
後
分
家
す
、
後
石
川
中
学
校

に
奉
職
、
そ

の
後
昭
和
五
年
四
月
滑
津
原

に
公
民
学
校
を
創
立

し
た
る
も
昭
和
七
年
七
月
七
日
病
に
斃

る
。

法
名

一
真
院
黙
省
至
道
居
士

行
年

妻
福

神

田
藤
井
久
之
助

の
娘

女
フ
ク

中
畑
村
遠
藤
正
見

に
嫁
す

１
７

弥
太
郎静

雄

の
長
男

に
し
て
誠

に
愚
ど
ん

の
生
れ

つ
き
明
治
三
十
四
年
四
月

一
日
誕
生
、
専
修
大
学
計
理
科
中

退

大
正
十
五
年

一
月
二
十
八
日
有
限
責
任

中
畑
信
用
購
買
組
合
理
事
組
合
長

昭

和
十
九
年
四
月
五
日
中
畑
信
用
購
買
販
売
組
合
改
組

に
付
退
職

昭
和
十
九

年
四
月
六
日
中
畑
村

農
業
会
誕
生

に
付
き
会
長
就
任

昭
和
二
十
年
四
月
七
日
中
畑

村
農
業
会
長
退
職

（
追
放

に
よ
る

）

昭
和

二
十
八
年
四
月
中
畑
村

農
業

協
同
組
合
理
事
組
合

長
就
任

昭
和
四
十
三

年
五
月
四
日
中
畑
農
業
協
同
組
合
組
合
長
退

職

昭
和

二
十
八
年
四
月
中
畑
農
業
共
済
組
合
長

に
就
任

昭
和
三
十

一
年
三
月
二
十
日
矢
吹

農
業
共
済
組
合
と
中
畑
農
業
共
済
組
合
と
合
併
中
畑
農
業
共
済
組
合
長
退
任
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昭
和

三
十
五
年
三
月
矢
吹
方
部
七
農
協

に
よ
る

（
矢
吹

・
中
畑

・
三
神

・
滑
津

・
吉

子
川

・
関

平

・
泉
崎

）
矢
吹

方
部
農
機
具

サ
ー

ビ

ス
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
創
立
さ
れ
理

事
長
に
就
任

昭

和
四
十

三
年
五
月
四
日
矢
吹
方
部
農
協
農
機
具
サ
ー
ビ

ス
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
理
事
長
退
職

昭

和
三
十
二
年
五
月
福
島
県
厚
生
農
業
協
同
組
合
連
合

会
理
事

に
就
任

昭
和
三
十
七
年
五
月
福
島
県
厚
生
農
業
協
同
組
合
連
合
会
理
事
退
職

昭
和
三
十

七
年
五
月
福
島
県
厚
生

農
業

組
合
連
合
会
参
与

に
選
任

さ
る
。

昭
和
四
十

一
年
五
月
福
島
県
厚
生

農
業
組
合
連
合
会
参
与
解
任
さ
る
。

昭
和
四
十

一
年

五
月
福
島
県
中
央
会
理
事
に
就
任

昭
和
四
十
四
年
五
月

二
十
七
日
福
島

県
中
央
会
理
事
退
任

昭
和
四
十

一
年
五
月
福
島
県
厚
生
農
業
協
同
組
合
連
合
会
理
事

に
就
任

昭
和
四
十
四
年
五
月
二
十

七
日
福
島
県
厚
生
農
業
協

同
組
合
連
合
会

理
事
退
任

昭
和
三
十
六
年
四
月

一
日

福
島
県
野
菜
価
格
補
償

協
会
が
創
立
さ
れ
理
事

に
就
任

昭
和
四
十

一
年
七
月
福
島
県
果
実
価
格
補
償
協
会
と
野
菜
価
格
協
会
と
合
併

し
福
島
国
青
果
物
価
補
償
協
会
が
創
立
さ
れ
理
事

に
就

任昭
和
四
十
三
年
五
月
四
日
福
島
県
青
果
物
価
格
補
償
協
会
理
事
辞
任

地
方
自
治
体
関
係

昭
和
十
四
年
四
月

一
日
中
畑
村
警
防
団

長
拝
命

昭
和
十
五
年
七
月
十
五
日
中
畑
村
警
防
団
長
辞
任

昭
和
十
五
年
二
月

一
日
中
畑
村

長
就
任

昭
和
十

九
年
七
日
辞

令
を
用

い
ず
奏
任

官
待
遇

を
受
く

昭
和

二
十
年
二
月
中
畑
村
長
退
職

（
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
司
令
官

に
よ
る
追
放

）

昭
和
三
十
年
四
月
矢
吹
町
監
査
委
員

に
選
任

さ
る
。
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昭
和
四

十
六
年
四
月
二
十
八
日
矢
吹
町
監
査
委
員
辞
任

昭
和
三
十

一
年
七
月
矢
吹
町
文

化
財
専
問
委
員
を
委
嘱
さ
る
。

裁
判
所
関
係

昭
和
七
年
十
月

一
日
金
銭
債
務
臨
時
調
停
委
員

に
選
任
さ
る
。

昭

和
十

六
年
十
月
三
十

一
日
金

銭
債
務
臨
時
調
停
委
員
解
任

さ
る
。

公

立
岩

病
院
関
係

昭
和
十

五
年
七
月
公
立
病
院
議
員

に
選
任

さ
る
。

昭
和
十
七
年
五
月
公
立
岩
瀬
病
院
議
員

退
職

昭
和
二
十

七
年
四
月
公
立
岩
瀬
病
院
議
員

に
選
任
さ

る
。

昭
和
三
十
年
五
月
公
立
岩
瀬
病
院
議

員
退
職

羽
鳥
ダ

ム
関
係

昭
和
十
五
年
八
月
羽
鳥

人
造
湖
築

造
期

成
同
盟
会
が
矢
吹

・
鏡
石

・
ス
カ
川

・
中
畑

の
人

々
に
よ
り
誕
生

し
中
畑
選
出

の
理
事

と
な

る
。

昭
和
十
八
年

九
月

に
関
係
各
村

に
於
て
耕
地
整
理
組
合
設
立

の
運
び
と
な
り
理
事
解
任

記
念
章
関
係

昭
和
十
五
年
十

一
月
十
日
記
元
二
千
六
百
年
祝
典

で
記
念
章
を
受
く

賞
罰
関

係

昭
和
二
十
二
年
十

一
月
十
四
日
公
職

に
関
す
る
就
職
禁
止
退
職
等

の
に
関
す
る
勅
令

に
よ
る
仮
指

定
を
受

く

昭
和
二
十
六
年

六
月
二
十
日
公
職

に
関
す
る
勅
令

に
よ
り
指
定
理
由
取
消

の
通
達

に
接
す

昭
和
四
十
四
年
五
月

三
日
農
業
団
体
功
労
者
と
し
て
県

知
事
よ

り
表
彰
さ
れ
銀
盃
壱
個

を
受
く
。

昭
和
四
十
七
年
四
月

二
十
九
日
勲
五
等

に
叙
せ
ら
れ
瑞
宝
章

を
賜
わ
る
。

昭
和
四
十
七
年
五
月
以

後
矢
吹
町
役
場
、

中
畑
農

協
そ
の
他

の
人

々
よ
り
叙
勲
記
念
碑
を

贈
ら
る
。
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妻
八
重

鏡
石
町
仁
井
田
医
師
滝

田
貫
之

の
二
女
、

母
は
志

乃
明
治

三
十
五
年
五
月
生

れ
。

昭
和
四
十

一
年
十
二
月
十
五
日
死
す

澄
江
寺
墓
地

法
名

安

照
院
浄
雲
妙
輪
清

大
姉

行
年

六
十
四
才

女

ミ
ツ

東
京
都
医
師
国
分

一
郎

に
嫁
す
。

多

二
郎

日
本

大
学
経
済
科

に
入
学

せ
し
も
中
退
し
大
橋
和
多
理
氏

の
紹
介

に
て
台
湾

の
郡
役
所

に
居

り
し
も
病
を
得
て
帰
郷

し
ス
カ
川

県
南
病
院

に
入
院
死
す

昭
和
十
六
年
三
月
二
十
五
日
死
す

澄
江
寺

墓
地

法
名

青
雲
院
多
聞
澄

一
居
士

雄
三

郎

初

め
東
京
歯

科
医
学
専
門
学
校

に
入
学
せ
し
も
病
を
得

て
帰
郷
、
其

の
後
体
回
復
後

早
稲
田
大
学

経
済
学
部
に
入
学
。
卒
業
後

朝
鮮
大
邱
税
務
監
督
局

に
入
り
勤
務
中
旧
伊
達
家

一
門

白
河
真

風
家

を
相
続

し
白
河
縫
子
と
結
婚
す

謙

四
郎

早
稲

田
大
学
経
済

学
部
を
卒

業
後

仙
台
市
菊
地
勝
助

の
養
子

と
な
り
千
代
と
結
婚
す

女
重
子

白
河
市
八
龍
神
辺
見
英

一
に
嫁
す
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